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	参加無料 / オンライン配信あり
	ネイチャーポジティブ！
	自然共生サイト等
	中国地方ミーティング
	２０２６
	１２．１
	１１:00～
	　１６:３０
	会場

	広島大学 学士会館
	レセプションホール
	パートナーシップで動かす、拡げる
	定員
	会場７０人・オンライン７０人
	発見の小径 見学
	申込
	主催　中国環境パートナーシップオフィス(EPOちゅうごく)
	　　　環境省 中国四国環境局
	共催　広島大学
	問合せ



	082-511-0720

	目的
	①つなげる 自然共生サイト等に関わる同士のつな
	　がり、多様なステイクホルダーの参加と、関係者
	　間のパートナーシップづくり
	②わかちあう 中国地方の取組事例の現状と課題を
	　紹介しあい、関係者で共通言語をつくる
	③ふかめる 多様な事例から学び、意見交換を通じ
	　て自らの取組に落とし込むヒントを得る

	対象
	◯中国地方の自然共生サイト認定団体、申請検討中の団体
	◯中国地方で良好な水環境・里海づくり・観光モデル事業等に
	　関する取組を実施している団体
	◯30 by 30 アライアンス賛同団体
	◯生物多様性保全に取り組む団体又はそれを支援したい団体
	　（NPO、自治体、事業者、金融機関、中間支援組織、学校、
	　研究機関）など
	9:30
	10:00
	11:00
	12:00
	13:00
	13:30
	15:00
	16:00
	16:30



	スケジュール
	■エクスカーション　 広島大学の自然共生サイト(発見の小径)見学
	■ポスターセッション　 中国地方の自然共生サイト・NP関連取組紹介
	　①株式会社ちゅうぎんフィナンシャルグループ
	　　　サステナビリティ推進部　スペシャリスト 井上麻衣子
	　②鳥取県自然共生課 ネイチャーポジティブ推進室　室長 井上正樹
	　③広島大学総合博物館　准教授 清水則雄

	　Q&A
	■分科会ワークショップ：中国地方のネイチャーポジティブを動かす、拡げる
	※オンライン配信は
	13:00〜15:00の
	全体会のみです


	ポスター発表について
	ポスター発表申込は
	こちら↓11/20締切


